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長崎県議会議員 前田哲也通信 

◎全国２位でも食っていけない 全力で水産業を支えねば 

水産業は過去には本県の「花形産業」であり、県庁の中で単独で「水産部」があるのは本県と

北海道だけです。その水産業の現況が以下の通りで本当にこのまま推移すると産業としてなくな

るところまできています（離島の就業が多いのも特徴です）。 

私は任期最後の年にあたり、特に「県民所得向上と雇用創出」に力をいれて取り組みたいとい

う思いから農水経済委員会（所管は産業労働部・農林部・水産部）に所属し、昨日早速に各部の

概要説明を受け、以下のような水産業の現況を再確認しました。 
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議員のなかでも昔は水産関係に熟知した「族議員」の先輩方がいらっしゃいましたが今は誰も

いなのではと思います。今こそ現場、関係先の切実な声を聞きあらゆる施策を講じて力をあわせ

て活性化に取り組まねばなりません。昨日の説明を聞き、改めて気持ちを強くしたところです。 

一次産業の中では農業が好調で、これまで所得 600 万の認定農業者の育成を目標にしていたも

のを次のステップとして 1000万の雇用型経営体を目指すという説明もありました。林業は 500万

を目指すと。 

一方の水産業はそのような数値目標はでていません。行政も種々施策を打っていますが所得向

上につながらず、正式な数字ではありませんが漁師の方の個人所得は平均 130 万と耳を疑うよう

な答弁が過去の委員会のなかではあっています。正にこれでは食っていけません。参考に次ペー

ジに掲載したこれだけの「日本一」があるにもかかわらずです。 
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【生産量全国第１位である主要魚介種（H２７数値】 
○海面漁業 

種類 量（トン） 全国シェア（％） 

アジ類 

   マアジ・ムロアジ１位 
66,833 40.1 

イワシ類 

   ウルメイワシ・カタクチイワシ１位 
71,391 10.6 

ブリ類 15,651 12.7 

タイ類 

   マダイ・チダイ・キダイ１位 
4,262 17.1 

イサキ 1,216 29.3 

アナゴ類 639 16.6 

サザエ類 1,262 20.7 

その他のイカ類 6,398 18.1 

 
○海面養殖業 

種類 量（トン） 全国シェア（％） 

フグ類 2,067 51.5 

クロマグロ 4,128 27.8 

その他のブリ類(ブリ・カンパチ以外) 1,343 34.1 

 

【長崎県農業産出品目別全国トップ１０】（H27） 


